
症例2
【年齢】40歳代
【性別】女性
【部位】左乳腺C
【臨床経過】5年前、右全摘出+SLNB
病理：IDC 16mm n0 NG3 HGⅢ ER80% PgR70% HER2 1+ Ki67 32.8%
術後：TC→TAM
MUSにて左Cに新規病変(カテゴリー3b)指摘→FNA施行
【検体種】：穿刺吸引 直接塗抹合わせ法

MMG：C-2 乳腺散在
左U FAD→著変なし

MUS：7*4*3mmの低エコー腫瘤
前回指摘なく、血流(+++)
MP,乳頭腫疑いr/o DCIS Cat3b

新規病変
カテゴリー3ｂ

MMGの所
Cyst or MP
血流（-）
著変なし
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判定：

推定病変：

【出現様式】
【背景】
【構造】
【筋上皮】
【細胞異型】

推定する組織のシェーマ
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